
す
。
開
催
に
先
立
ち
、
今
回

の
同
映
画
祭
の
ポ
ス
タ
ー
図

案
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し

た
＝
写
真
＝
。

同
映
画
祭
の
開
催
は
13
回

目
を
数
え
、
市
民
参
加
の
も

と
で
の
企
画
・
運
営
に
よ
る

手
作
り
の
映
画
祭
で
、
新
潟

の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
新
潟
デ
ザ
イ
ン
専
門
学

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら

い
、
同
映
画
祭
の
実
行
委
員

会
が
審
査
し
た
結
果
、
同
専

門
学
校
２
年
生
で
、
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
科
の
丸
山
悟
司
さ
ん
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冬のごみ出しマナー
寒い季節を迎え、卓上ガスこんろや暖

房器具などを使用する機会が増えてきま
した。次のものについては、「燃えない
ごみの日」に出してください。また、出
すときは必ずマナーを守ってください。
�使い捨てかいろ
�豆炭・練炭などの灰…完全に火が消え
たことを確認する
�ガスこんろのカセットボンベ・スプレ
ー缶…使い切ってから、屋外などの風通
しの良い所で必ず缶に穴を開け、ガスを
抜く　※黒埼地区は「金属類の日」に出
してください
問い合わせ 清掃課（�内線2754）、黒
埼支所市民課（�377-3101）へ

北地区公民館 お正月生け花講習会
日時 12月26日午前10時～正午
定員 先着10人　参加費 2,200円
申し込み 同館（�259-7330）へ

年末の交通事故防止運動
期間 12月11日～31日
スローガン 「年の暮れ　はやる心に
ひそむ事故」
運動の重点 飲酒運転の追放、高齢者の
交通事故防止
�交通遺児の寄付金にご協力を
交通遺児のため、善意の寄付金を受け

付けています。
問い合わせ 土木企画課交通安全対策室
（�内線2932）へ

エコープラザ サンデーリサイクル
申し込み 当日直接同プラザ（�270-30
09）へ　※月曜休館
期日

12・15

12・22

午前10時～正午
午後１時～３時

午前10時～正午　

クリスマス
キャンドル
クリスマス
リース

-

古着、裁縫道
具、リボン

時間（随時受け付け） 内 容 持ち物

「にいがた市民文学」第５号

作品の録音テープを貸し出し
対象 目の不自由な人
問い合わせ 文化振興課へ（作品集の冊
子は、市立・県立の図書館で貸し出して
います）

申 し 込 み
文化振興課
市社会福祉協議会
舟江図書館 ※郵送での貸

し出しあり県点字図書館

電　話
�内線2154
�243-4366
�223-3235
�381-8111

西総合スポーツセンター

コスポッポ親子遊戯教室
日時 12月10日午前10時～11時半
内容 リズム体操、ゲーム、ほか　
対象 幼児と保護者　※保護者のみ入場
料200円が必要
持ち物 屋内運動靴
申し込み 当日直接同センター（�268-
6400）へ

東響ロビーコンサート
日時 きょう８日午後１時開演
会場 りゅーとぴあコンサートホールホ
ワイエ
出演 池田昭子（オーボエ）、立岡百合
恵、堀内幸子（バイオリン）、武生直子
（ビオラ）、馬場隆弘（チェロ）
曲目 モーツァルト「オーボエ四重奏曲
ヘ長調」、ほか
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 同館事業課（�224-7000）へ

市美術館

美術講座“イタリア美術紀行Ⅲ”
日時 12月21・22日午後１時半から
（２回１コース） 定員 100人
参加費 300円
申し込み 12月15日（必着）までに、
往復はがきに講座名、住所、氏名、電話
番号、年齢を記入し、〒951-8556、同
館（�223-1622）へ　※応募多数の場
合抽選

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

丸
山
さ
ん
は
「
13
回
目
と

い
う
開
催
の
数
字
と
、
撮
影

カ
メ
ラ
を
組
み
合
わ
せ
て
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
映
画
祭

へ
の
親
し
み
や
す
さ
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
色
を
用
い
て
に
ぎ

や
か
さ
や
映
画
の
お
祭
り
を

表
現
し
ま
し
た
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

は
今
後
、
同
映
画
祭
の
チ
ラ

シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に

使
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

同
映
画
祭
実

行
委
員
会
（
国
際
課
内
�
内

線
２
０
５
４
）
へ

お 正 月 用
寒梅の管理

お
正
月
の
飾
り
鉢
花

と
し
て
人
気
の
高
い
鉢

植
え
の
寒
梅
を
、
お
正

月
に
３
分
咲
き
ほ
ど
で

楽
し
む
た
め
に
開
花
調

整
す
る
に
は
、
外
気
の

寒
さ
に
十
分
当
た
っ
た

今
ご
ろ
が
入
室
適
期
で

す
。開

花
を
早
め
る
に
は
、

入
室
後
２
・
３
日
間
は
、

日
当
た
り
の
よ
い
廊
下

な
ど
、
明
る
く
暖
房
の

な
い
場
所
で
室
内
の
環

境
に
慣
ら
し
ま
す
。

そ
の
後
、
室
温
が
17

度
程
度
の
場
所
に
移
し

た
ら
、
乾
燥
さ
せ
な
い

よ
う
時
々
霧
吹
き
を
し

て
、
つ
ぼ
み
が
落
ち
る

の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

12
月
20
日
こ
ろ
に
な

っ
て
も
、
つ
ぼ
み
の
膨

ら
み
が
遅
れ
て
い
た
ら
、

浴
室
の
湯
気
を
当
て
た

り
、
霧
吹
き
の
回
数
を

増
や
し
て
調
節
し
ま

す
。
反
対
に
進
み
す
ぎ

て
い
た
ら
、
低
温
の
場

所
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

園
芸
セ
ン
タ
ー
の
温

室
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
の

飾
り
付
け
が
施
さ
れ
、

シ
ク
ラ
メ
ン
や
プ
リ
ム

ラ
類
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

な
ど
が
色
鮮
や
か
に
咲

い
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ

さ
い
。（

園
芸
セ
ン
タ
ー
）

ア
ジ
ア
の
名
画
を
中
心
に

上
映
す
る
「
に
い
が
た
国
際

映
画
祭
」
が
、
２
月
22
日
か

ら
３
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま

あ
す
９
日
か
ら
、
黒
埼
地

区
の
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
を
開

始
し
ま
す
。
今
後
は
、
全
市

の
戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
平
成
10
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
化
事
業
が
終
了
し

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
検
索
・
複

写
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
と
と

も
に
、
市
民
課
、
黒
埼
支
所
、

地
区
事
務
所
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
ば
れ
、
旧
黒
埼
町
の
戸

籍
な
ど
を
市
民
課
や
地
区
事

務
所
で
請
求
し
た
場
合
で
も

待
ち
時
間
が
大
幅
に
短
く
な

る
な
ど
、
利
便
性
が
高
ま
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
（
�

内
線
２
４
５
１
）
へ

年
を
記
念
し
て
開
催
す
る
同

展
で
は
、
そ
の
評
論
の
対
象

と
な
っ
た
絵
画
や
骨こ

つ

董と
う

な
ど

の
作
品
約
１
１
０
点
を
、
原

稿
な
ど
の
資
料
と
合
わ
せ
て

紹
介
し
ま
す
。

同
展
は
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
や

セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
な
ど
の

「
近
代
絵
画
」
、
富
岡
鉄
斎
、

梅
原
龍
三
郎
な
ど
の
「
日
本

の
絵
画
」
、
縄
文
土
器
、
勾ま

が

玉た
ま

な
ど
の
「
骨
董
へ
の
眼
」

―
―
の
３
つ
の
章
で
構
成
。

異
な
る
芸
術
分
野
の
作
品

を
、
小
林
秀
雄
自
身
の
道
案

内
に
よ
っ
て
一
つ
の
調
和
を

生
み
出
し
て
い

く
と
い
う
、
極

め
て
ユ
ニ
ー
ク

な
試
み
と
な
り

ま
す
。

小
林
秀
雄
が

探
求
し
続
け
た

「
美
」
の
数
々

を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日
時

12
月
13

日
〜
１
月
26
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

（
12
月
13
日
は
午
前
11
時
か

ら
）

休
館
日

月
曜
、
12
月
24
日
、

28
日
〜
１
月
３
日
、
14
日

（
12
月
23
日
と
１
月
13
日
は

開
館
）

観
覧
料

一
般
８
０
０
円

（
６
０
０
円
）
、
高
校
・
大
学

生
６
０
０
円
（
４
０
０
円
）
、

小
・
中
学
生
４
０
０
円
（
２

５
０
円
）

※
カ
ッ
コ
内
は
前
売
り
料
金

�
作
品
鑑
賞
会

日
時

毎
週
日
曜
（
１
月
12

日
を
除
く
）
午
後
２
時
か
ら

�
公
開
講
座
「
小
林
秀
雄
と

音
楽
を
聴
く
」

日
時

１
月
11
・
18
・
25
日

午
後
２
時
か
ら

�
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ

ー
ト

日
時

１
月
12
日
午
後
２
時

か
ら

内
容

遠
藤
吉
比
古
（
ピ
ア

ノ
）
の
演
奏
に
よ
る
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ

タ
第
８
番
イ
短
調
」、
ほ
か

問
い
合
わ
せ

同
館
（
�
２

２
３
・
１
６
２
２
）
へ

黒
田
辰
秋
「
螺ら

鈿で
ん

耀よ
う

貝が
い

腰こ
し

張は
り

棗
な
つ
め

」（
制
作
年
未
詳
）

12
月
13
日
か
ら
、
市
美
術

館
で
「
小
林
秀
雄
　
美
を
求

め
る
心
」
展
を
開
催
し
ま
す
。

小
林
秀
雄
（
１
９
０
２
〜

８
３
）
は
、
文
学
、
歴
史
、

美
術
、
哲
学
、
科
学
と
近
代

批
評
の
可
能
性
を
大
幅
に
広

げ
、
日
本
で
初
め
て
批
評
を

芸
術
と
し
て
確
立
し
た
評
論

家
で
す
。
彼
の
生
誕
１
０
０

ル
ノ
ワ
ー
ル
「
横
た
わ
る
裸
婦
」（
1
9
1
6
）

け
や
き
通
り
の
「
２
０
０

２
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
光
の
ペ

ー
ジ
ェ
ン
ト
」
が
、
12
月
13

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、

新
潟
の
冬
を
も
っ
と
明
る
く

し
た
い
、
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
与
え
た
い
と
、
市
民
や
企

業
な
ど
の
協
賛
を
得
て
行
っ

球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

灯
を
と
も
し
ま
す
。

点
灯
式
会
場
で
は
、
あ
ず

き
湯
や
豚
汁
、
ホ
ッ
ト
ウ
イ

ス
キ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

す
る
ほ
か
、
笹
口
小
学
校
の

児
童
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
な
ど

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

協
賛
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
光
の
ペ
ー
ジ
ェ

ン
ト
実
行
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

点
灯
期
間

12
月
13
日
〜
１

月
13
日
午
後
５
時
〜
午
前
０

時
（
12
月
13
日
は
午
後
６
時

35
分
か
ら
）

問
い
合
わ
せ

光
の
ペ
ー
ジ

ェ
ン
ト
実
行
委
員
会
（
�
２

４
５
・
３
０
２
０
）
へ

冬
の
新
潟
の
夜
を
彩
る
け
や
き
通
り
の
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

ら
、
駅
南
プ
ラ
ー
カ
１
・
２

前
で
点
灯
式
を
実
施
。
同
35

分
こ
ろ
に
、
東
こ
線
橋
入
り

口
か
ら
米
山
、
天
神
２
丁
目

ま
で
の
け
や
き
通
り
約
１
�

の
間
と
、
新
潟
駅
南
口
広
場

の
約
2
０
０
本
の
ケ
ヤ
キ
に

取
り
付
け
ら
れ
た
、
約
26
万

て
い
る
も
の
。
今
年
で
15
回

目
を
迎
え
ま
す
。

12
月
13
日
午
後
６
時
か


